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７期目の議会活動 
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日大三高野球の強さとは 
日大三高と他の強豪チームの野球部と

何が異なるのでしょうか。もちろん専門

家ではありませんが、高校野球の愛好者

として、ファンとしての記載です。＊西

東京大会に合計７日間通いました！ 

 まず、日大三高は監督の期待に応える

選手がいつも大事な特に登場すると言え

ましょう。今期の小沢君の代打逆転満塁

ホームランなど、その光景を小倉監督が

ドラマとしてシナリオを書いていたかの

ように思えました。中軸に覇気が薄いと

きは、後続の打線が火を噴く、まさにそ

うした姿を見せていただいた時もありま

した。私が見ていると、日置君が奮起し

てホームランを出す場面が２回もありま

した。エースが順当には行かず、投手で

苦労するところが二番手、三番手がそれ

をカバーする。選手層の厚みを感じさせ

られました。 

 日大三高に強みは、必要な守備のとこ

ろでファインプレーが出ることだと思い

ます。それによって、相手の連打を断つ

ゲーム展開になって、小倉監督の采配を

スムーズにさせています。 

 

 

地域代表型議員の衰退 
 

超党派自治体議員が運営する清渓セミナー

に出席しました。講師の一人の廣瀬克哉教授の

講演では、住民に公共サービスの「消費者」化

が発生しており、そのオーナー感覚の涵養が必

要だとされることが印象的でした。困難な課題

とは思いますが、議員側から見ればそれを考慮

せずに、住民が納税者意識で対応してくれるも

のを期待するものです。 

 
私が会場で質問したことは、講師が主張する

「基礎自治体議会の地域代表型議員の支持構

造が多くの自治体で構造的少数派へ」というこ

とに関して、これは政党候補が大多数になった

からなのかと問いました。すると、講師の話で

は、「（その選出議員が全体を）取り込めない状

態が起きている。」というものでした。大きな都

市部の自治体議会では議員が政党化している

が、そうでない都市でも「地域」を母体に議員

を擁立する体制が困難になっていることを聞

きました。市町村の合併や定住地の変化によっ

て、議員の選挙地盤が広域化、流動化したもの

と理解されました。議員活動の広域化は避けら

れないと考えました。  
★ 政党は無所属・市議会は保守の会 総務常任委員会に所属      
URL http://j-expert.jp/  動画 http://jp.youtube.com/yoshidaben  
編集者 〒194-0011 町田市成瀬が丘 1-14-12サンホワイトＥ103-13吉田つとむ（自宅） 
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町田市議会議員 3期連続トップ当選 

吉田つとむ 
取材・記事作成・総合編集 

 
左上はブログ 

右上は新規の 

ビジュアルサイト  
インターン生募集中 
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研修レポート㉗宇都木彩名 
日本青年館で行われた清渓セミナーに参加

しました。今回のセミナーは住民主体の議会

改革をテーマとし、17日、18日の 2日間開

催されました。本年度で 23回目を迎えま

す。セミナーの講師は大学教授や、議員など

博識な方々が来院し講義をしてくださいまし

た。私は 18日に行われた片山善博先生の講

義を聞きました。この講座は真の地方創生と

議会の役割というテーマで進められました。

片山先生は現在、早稲田大学大学院政治学研

究科教授、そして元鳥取県知事という経歴を

お持ちの方です。そのため今回の地方自治に

ついてのセミナーでは、鳥取県知事だったと

きに実施していた、地方をより良くする政策

や改善すべき点についてのお話が多く占めま

した。 

 
私が特に印象に残ったのは、地方はその県

の中で生産性を増やすことが大切だというお

話です。東京や海外の物資に頼ると、お金は

その頼った地域へ流れていきます。お金が外

へ流れ出ると雇用も出ていくという悪循環へ 

繋がり、地方の財政状況はマイナスの方向に 

進んでしまいます。それを食い止めるために

は地方の生産性を高める政策が重要だという

ことでした。生産性を高める政策としては、学

校の給食にその地域で収穫した野菜等を取り

入れるなど、工夫を施す必要があるとのこと

です。 

 知恵を出し合えば、そのような政策に関す

るアイデアはたくさん出てくるのではないか

と感じました。地域をより良く活性化させる

ためには、根本的な原因が何かを見極めるこ

とが重要です。そして地域の皆様が力を合わ

せ、改善の道へと進むことが大切なのだと思

いました。 

津田塾大２年生 宇都木彩名(第 39期生) 

 

清蹊セミナーについて 
◎ 清渓セミナーは平成 9 年にスタートし、

超党派地方議員が実行委員を務めて運営して

います。吉田つとむは第４回セミナーより参

加しています。女性議員の参加も多く、左は白

井えり子さん（日進市議）委員長代理（連続ト

ップ当選６回）です。私はインターネットを通

じて多くの議員を勧誘しましたが、その一人

が右側の白倉和子さん（佐賀市議）です。来年

は第24回のセミナーが７月中旬に予定されて

います。 

★ 吉田つとむのインターンシップは 1998年に開始、町田市役所のインターンシップ受け入れや、中学生の職場体験に先行実施  
★ 大学生・院生を対象に、議員活動に同行することを通じて社会勉強を支援しています。 

* この市議会報告の印刷、発行経費に関して、市議会の政務活動費は使用していません。 

小松原俊（酒田市議）実行委員長に挨拶 


